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第三部会（第 26期・第３回）議事要旨 

 

Ⅰ 日 時  

 令和６年８月１日（木）10:00～12:00  

  令和６年８月２日（金）９:00～10:30 

 

Ⅱ 会 場 大阪大学 中之島センター７階セミナー室Ａ・Ｂ会議室 （ハイブリッド会議）  

 

Ⅲ 出席者 

○１日目 

（会場現地） 

内田 誠一、大橋 弘美、岡本 裕巳、沖 大幹、奥村 幸子、尾﨑 由紀子、岸本 康夫、倉本 圭 

腰原 伸也、三枝 信子、佐古 和恵、笹木 圭子、佐竹 健治、三瓶 政一、下田 吉之、杉山 直、 

鈴木 朋子、須藤 雅子、関谷 毅、田浦 健次朗、高田 保之、多々納 裕一、玉田 薫、 

中村 卓司、塙 隆夫、堀 利栄、松本 健郎、光石 衛、宮崎 恵子、森口 祐一、森田 一樹 

（オンライン） 

石原 一彰、市川 温子、大場 みち子、小口 高、加藤 一実、北川 尚美、齋藤 政彦 

佐々木 園、佐田 豊、髙木 周、田中 雅明、田中 真美、常行 真司、西 弘嗣、西原 寬 

望月 拓郎 

（47名、敬称略） 

説明人 関根 千津（連携会員） 
事務局 青池、藤田、中塚、冨岡、近藤、齊藤、佐藤 
 
○２日目 

（会場現地） 

内田 誠一、大橋 弘美、岡本 裕巳、沖 大幹、奥村 幸子、尾﨑 由紀子、岸本 康夫、倉本 圭 

腰原 伸也、佐古 和恵、笹木 圭子、佐竹 健治、三瓶 政一、下田 吉之、杉山 直 

鈴木 朋子、須藤 雅子、関谷 毅、田浦 健次朗、高田 保之、多々納 裕一、中野 貴由 

中村 卓司、塙 隆夫、堀 利栄、松本 健郎、光石 衛、宮崎 恵子、森口 祐一、森田 一樹 

（オンライン） 

石原 一彰、市川 温子、大場 みち子、小口 高、加藤 一実、北川 尚美、齋藤 政彦 

佐々木 園、田中 真美、玉田 薫、常行 真司、西 弘嗣、西原 寬、望月 拓郎、森 初果 

（45名、敬称略） 

事務局 青池、藤田、中塚、冨岡、近藤、齊藤、佐藤 
 

Ⅳ 議 事 

 １）前回議事要旨の確認 

２）日本学術会議の在り方に関する検討について 

 ・アクションプラン企画ＷＧからの報告について 

 ・ＤＸ化の推進について 
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３）第三部の今後の取組について 

 ・人材育成について 

４）各委員会等からの活動報告について 

５）自由討議 

６）その他 

 

 ＜配布資料＞ 

【統合版】 

資料１ 第三部会（第 26期・第２回）議事要旨 

資料２ 声明 政府決定「日本学術会議の法人化に向けて（令和５年 12 月 22 日）」に対する懸念につ

いて ～国民と世界に貢献するナショナル・アカデミーとして～ 

 資料３ 2024年夏季部会「人材育成について」 

【別冊】 

資料４ 各委員会等の活動報告 

【追加資料】 

 １ 日本学術会議アクションプランＷＧ産業界との意見交換会議事メモ 

 ２ 話題提供（見解の概要紹介）「日本の社会・産業をリードする化学系博士人材の育成支援と環境整

備」 

 ３ 協力学術研究団体（連合体） 

【参考資料】 

１ 公開シンポジウム「研究者になって世界を駆け巡ろう～社会課題の解決に取り組む研究者概論～」

ポスター 

２ 見解「日本の社会・産業をリードする化学系博士人材の育成支援と環境整備～産・官・学一体で

取り組む博士人材層強化への流れづくりと博士課程進学に対するポジティブイメージの醸成～」 

３ 第三部会員名簿 

４ 今後の開催予定 

５ 日本学術会議傍聴規則 

-------------------- 

議事 

・ 部長より、オンライン参加も正式な出席と認める旨、現地会員へ諮り、了承された。 

・ 定足数を確認の上、開会。 

・ 事務局より、本日の配布資料について説明。 

 

１．前回議事要旨の確認について 

・ 沖部長より、資料１に基づき前回部会の議事の確認を行った。 

 

２．日本学術会議の在り方に関する検討について 

・ 沖部長、関谷幹事より、資料２や第 26 期日本学術会議アクションプランの取組状況について説明の

後、会員間で意見交換を行った。 

 



3 
 

３．第三部の今後の取組について 

・ 関谷幹事より追加資料１について説明、奥村幹事及び関根説明人より資料３・追加資料２について

説明の後、会員間で意見交換を行った。 

・ 次世代の学術人材を確保するためにどのような施策が必要か、執るべきアクションについて、４つ

のグループに分かれディスカッションを行い、グループ毎に議論の結果を発表した。 

・ 三枝副会長より追加資料３について説明の後、日本学術会議と学協会との連携強化について、会員

間で意見交換を行った。 

 

４．各委員会等からの活動報告について 

・ 各委員会委員長等より、資料４に基づき報告を行った。 

 

５．自由討議 

・ 日本学術会議の在り方、第三部の今後の取組に関して、会員間で意見交換を行った。 

 

６．その他 

・ 次回の部会は、10月総会時に開催することを確認した。 

 

以上 


